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　コラム・泣き笑いシリーズ

『泣き笑いシリーズ』は、様々なテーマに基づき、大阪同友会会員企業が仕事で感じた泣き笑

いのお話をお伺いするコーナーです。

会員向けの月刊誌「OSAKA 中小企業家」で紹介した記事を掲載しています。（2014年5月号

から） 
　2016年バックナンバー 　 1月号 | 2月号 | 3月号 | 4月号

　2015年バックナンバー 　 1月号 | 2月号 | 3月号 | 8月号 | 9月号 | 10月号 | 12月号 |

テーマ「企業連携」（2014年12月号）

笑顔のあなたを永遠に～「フォトすむーぶ」
-運送業と写真加工業が新事業-

　セイコー運輸（株）・宮高専務と遺影写真の（有）

葉月写真工芸社・今井社長は住吉・住之江支部で活動

しています。共に経営指針を学ぶ中で「既存事業の低

価格化」「市場縮小」にどう対応していくかが両社の

最大の課題でした。そんな状況を打開すべく誕生した

新事業が「ヘルパーのいる移動写真館／フォトすむー

ぶ」です。
（有）葉月写真工芸社

住吉・住之江支部
今井　智氏

セイコー運輸（株）
住吉・住之江支部

宮高　豪氏

　「フォトすむーぶ」とはセイコー運輸のトラックを移動スタジオに見立て、介護施設な

どを訪問、ヘルパーの資格を持つ同社の社員が撮影をサポートします。撮影や写真補整に

は葉月写真工芸社が長年培った技術が活かされます。また希望者にはヘア＆メイク（有

料）も提供でき、万一の場合は遺影として使える高品質のポートレートがどこでも手軽に

撮影できるサービスです。

　この事業は「おおさか地域創造ファンドクリエイティブ連携高付加価値ビジネス創出プ

ロジェクト」にも採択され、助成金事業となりました。また展示会への出展、プレスリリ

ースなどが功を奏しマスコミにも取り上げられるようになっており、今後の展開が注目さ

れています。

　宮高専務と今井社長は、ことあるごとにお互いの会社を行き来し、同友会の仲間として

自社の問題点、将来の展望など、経営者としての本音をさらけ出してきました。そして市

場の縮小、価格の下落という問題を両社共通の課題として認識していたことが、企業連携

がスムーズに進んだ要因だと考えられます。

同友会会員へのメッセージ
　宮高：「今の市場から自社が生み出せるもの」を模索してきました、今井さんとの連携は弱

みを補完しあえる関係であり、新事業として結実しようとしています。その過程でも、多くの

会員に助言を得たり、実務面での協力もしていただきました。同友会のありがたさを感じた一

年間でした」

　今井：「二社で生み出せるものは何か」を考えてきました。その前提には同友会だからこ

そ、強み、そして弱みまでも赤裸々にさらけだせる信頼関係がありました。この深い絆の上に

連携がなりたっているといっても過言ではありません」 

「泣」
　利益は公平に案分するという同友会精神でサービスの基本価格を設定し、２００名にアンケ

ートを取った結果、市場が求める価格はその３分の１以下でした。悩んだ末、３年間をお試し

期間として低価格でサービスを開始しました。 利益案分どころか、 へたをすると損失になり

かねない事態です。 

　しかしこのこともプラス要因だと考えます。いわば、３年以内に事業に新しい価値を付与す

るか、作業効率を高めて収益性を向上させる、というこれからの課題が明確になっただけのこ

と。これからはその課題に取り組み事業をブラッシュアップすることが、やりがい、わくわく

感を会社にもたらし、ひいては社員の成長にも寄与し、事業を発展させる鍵になるとのことで

す。

「笑」
　今井社長は宮高専務からの突然の電話で「企業連携して域創造ファンドに応募しよう」と持

ちかけられました。２週間後に応募が閉め切られるという、ぎりぎりのタイミングでしたが、

今井社長もその場で快諾。二人は休日も返上し、中小企業診断士の同友会会員にも相談するな

どして締め切りに間に合わせました。

　当然ながら、連携の主体である二人は一日に何度も会って話をする、という恋人同士のよう

に濃密な２週間を過ごしたそうで、今井社長の奥様は、このときの様子を「あなたは宮高さん

とできてしまったのかと思っていた」 と笑いながら話したそうです。

「取材を終えて」
　人口減、国内市場の縮小は、すべての企業の未来に影を落としています。今の延長線上に未

来が描けますか？との問いかけに、「運送」「介護」「写真」という縦糸を「同友会」「連

携」という極めて強固な横糸で織り上げたのが「フォトすむーぶ」です。

　「笑顔のあなたを永遠に」という素晴らしいキャッチコピーで彩られた事業理念には、人の

心を明るく照らしたい、というお二人の思いが反映されています。

　「最適価格を導く戦略は何か」という課題を抱えてのスタートですが、ひとつひとつハード

ルを越えていく力を持ったお二人です。この連携の未来には、「ひときわ明るい笑顔」が待っ

ていることでしょう。
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テーマ「助成金」（2014年11月号）

鉄筋棒網からロボット事業へ大きな転換期を乗り越えた企業！
-ものづくり助成金取組の泣き笑い-

　第１４回「泣き笑いシリーズ」のテーマは助成金です。鉄鋼関係

の事業から不動産賃貸業へ、そしてロボット事業に展開を図りつつ

ある、さかい支部の菱田伸鉄工業（株）の菱田社長にインタビュー

しました。

　大正９年に菱田伸鉄工業の前身の合名会社菱田要鉄工所を菱田社

長の曽祖父の菱田要太郎さんが大阪市西区で創業。戦前から継続し

て鉄を伸ばして作る鉄筋棒鋼で日本経済の発展に貢献されていまし

た。高度成長期の中、業績も伸び順調な経営をされてきました。し

かし、バブルの崩壊や業界の変遷により需要が減り、大きな転機を

迎えました。

菱田伸鉄工業（株）
代表取締役
菱田　聡氏

　平成７年に伸鉄製造販売事業から撤退し、不動産賃貸業へ業態変更をされました。菱田

社長は平成３年に大手電機メーカーを退職し、菱田伸鉄工業に入社、平成１０年に代表取

締役社長に就任。この間に会社の大きな変革を行ってきました。

　しかし、大学では工学部で、ものづくりに役立つ技術を学んだこともあり、平成１７年

にロボット事業に着手しました。平成２１年に政府で産業育成を目的とした助成金制度が

あり、産官連携でその制度をうまく活用したお話を聞くことになりました。

なお、今回はものづくり助成金に沿った内容で記事が作成されています。案件により助成

率をはじめ、内容が異なることをお含みおきください。

同友会会員へのメッセージ
　当社では、新規事業としてロボットの開発に取り組んでいます。限られた経験ですが、もの

づくり関連の助成金についてお知らせします。

　まず、助成金にはそれぞれ、明確な事業目的（主催側のテーマ）が設定されています。経産

系の助成金では平成２２年ごろまでは、ロボットが全盛でした。その後、省エネエコ、介護福

祉が多くなり、最近は、総理の意向？でロボットが復権しています。取り組み内容に合致した

助成金を選んで、もしくは助成金の目的に沿った内容に作文して、応募することが大切です。

申請書の作成にあたり、募集要項を熟読します。抜けもれや誤解があってはなりません。ま

た、必要以上に専門的になってはいけません。審査員にこちらの思いが伝わるよう、平易で分

かりやすい書き方を心がけています。これには、同友会の文章講座での経験が役立っていま

す。

　採択されると、申請の苦労が報われますし「認められる」ということが社内外の評価に直結

します。ただし、実働に当たっては、お金を使わせていただくので、面倒なこともあります。

何ごとも社会勉強と前向きに捉えています。

助成金の申請は、よい勉強の機会になります。申請書には、外部環境や自社の強み、販売計画

などを記載する項目があります。これらは、経営計画を作成されている皆さんには難しい内容

ではありません。毎年募集が行われているもの（例えば、おおさか地域創造ファンド）も多く

あります。次年度の応募を見越して準備を進めておくことが可能です。ぜひ、トライしてくだ

さい。

「泣」
平成２１年度、２４年度に、ものづくり中小企業支援助成金をいただきました。しかし、

不況対策が事業目的の一つでもあり、設備投資を中心に行う企業が、技術開発を行なう企業よ

り審査が通りやすく、成果が早く出る事業内容の方が有利なようでした。開発案件での申請は

政府の政策により結果が左右されることがあり、苦労したことがあります。

また、助成金は経理上で雑収入の処理をするため、決算で黒字であれば、もちろん税金を払う

必要があります。また、助成金支給終了後も、購入資産の管理や、5年間の簡易な事業報告を

求められ、管理業務は継続します。本助成金では、取締役以上の人件費は認められません。社

員や職員のみというのがちょっと辛いところです。

「笑」
　正直、管理業務や実績報告の提出は面倒くさいです。５０万円以上の支出には、相見積

書と会社案内、資料（カタログ）の添付などが必要です。普段は行わない業務ですが、これが

案外、役に立つことがあります。

　伝票をめくると「いつ」「どこで」「なに」を買ったのかが一元管理され一目瞭然なため、

調べる時間が短縮でき、管理体制が勝手に構築できました。また、助成金の審査が通る

と認定機関が銀行の場合は、資金の借入れもスムーズに行えます。このあたりは助かりま

す。なぜなら、事業で支出した費用に対して３分の２を助成するシステムが多いため、前

払いで支出が先行するからです。自己資金が少なくても銀行からのサポートがあれば安心

です。ぜひ活用してください。

「取材を終えて」
　菱田伸鉄工業の社名から、不動産賃貸やロボット事業に結び繋がりませんでした

が会社に訪問をして沿革を聞くうちに、企業の変革を学ぶことができ納得しました。

　事業内容は変わっても、四代目の菱田社長に受け継がれている「ものづくり」の

マインドは変わっていないことを実感しました。また、どの企業も抱える、事業継

承や好ましい企業風土が出来上がっていることに驚きました。

　会員企業を訪問をすると、必ず持ち帰れるものがあります。どしどし訪問をして

自社の維持発展に繋げてください。
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テーマ「障がい者雇用」（2014年10月号）

　第13回「泣き笑いシリーズ」のテーマは、障がい者雇用です。

憲章政策委員会や障害者部会などでも活動をされている中央北支部

の（有）奥進システムの奥脇学社長にインタビューしました。

（有）奥進システムは、「私たちと、私たちに関わる人たちが、と

てもしあわせと思える社会づくりめざします」を基本理念にして、

受発注、在庫、顧客、生産管理のシステム開発をメイン業務とし、

さらにホームページの制作や通販のお手伝いをする会社です。社

員7名のうち5名が障がい者（うち2名は車椅子で業務）そしてシン

グルマザーの社員もいます。

（株）奥進システム
代表取締役
奥脇 学氏

奥脇社長の起業のきっかけは、能力や働く意欲があるのに、社会的な制約や環境でその機

会を失っている人々が多いことに気づいたことです。そこで、在宅勤務や長時間勤務をな

くして残業ゼロというような、気持ちよく働ける環境づくりから始めようとされました。

働く場所、機会を求めている方々の仕事への取り組む意欲は高いと語られる奥脇社長。ど

んなエピソードが聞けるか楽しみです。

同友会会員へのメッセージ
うちの会社では社員７名中5名が障がい者、1名が一人親家庭の母親ということで、障がい者雇

用やワークライフバランスなどで取り上げられる機会が多いのですが、これは特別なことなの

でしょうか？構成からみて「特別」と見られがちですが、私は「働ける能力がある社員が普通

に働ける環境づくりをしているだけ」で何ら特別なことはしていないつもりです。

しかし一緒に働き生きていくとその背景にあるいろいろな社会的な問題がわかってしまい、つ

いつい「いっちょかみ」してしまう性格が災いし「いろいろやっているな」と見られるのでし

ょうね。

働き方はともかく、うちの会社もごくごく普通の企業で経営理念を原点に経営指針を成文化し

ながら頑張っている一企業なので、みなさんにも「本業大丈夫？」と心配されないように、経

営者として精進して行きます。そしてみなさんと一緒に「社員と共に気持ちよく働ける会社作

り」を考え、そしてみなさんとともに実践して行きたいと思っています。

障がい者、就労困難者、生活困窮者などを特別視しないで、できることから会社で関わってみ

てはいかがでしょうか？新しい発見がありますよ。

「泣」
季節の変わり目などには、体調を崩す社員が必ずいます。でも、そんなことは、経験を積み重

ねていけばどういった気配りをすればいいのかがわかってくれば克服できます。

　あえて言うなら、障がい者雇用などのワークライフバランスを目指していることがクローズ

アップされ過ぎて、あまり当社の事業内容を理解してもらえていないことでしょうか。また、

あまり無理ができないのじゃないかなど、お客さんに思われることでしょうか。無理も聞きま

すし、納期も品質もお客さんの要望に応えています。健常者のばかりの会社と違いはないので

す。

「笑」
障がい者の方と街に出ると、特に駅や飲食店などでは日常では気づかないことに気づかされま

す。なんでこんな構造になっているんやろか？と。たとえば、駅ではこんなに遠回りをしなき

ゃダメなんだとか。飲食店の固定の椅子では車椅子では利用することが困難だとか。そんなこ

とに気づくと、やるべきことが見えてきます。一緒に生きていくうえの解決の道を考える機会

が多くあります。こんなに楽しいことはありません。

　以前、社員から「ドライアイになるんですよ」と言われたことがありました。部屋の空調を

考え直さなきゃと思ったんですが「僕は、集中するとまばたきを忘れるんで」と言うのです。

「そうなんや」とお互い大笑いしました。

「取材を終えて」
奥進システムさんは障がい者雇用の部分だけがクローズアップされていますが、システム開発

の会社であることを忘れてはいませんか。奥脇さんも経営者の一人で、経営課題や問題を抱え

ています。特に営業力の強化にはお悩みで、同友会から学びたいと思っています。

この課題については、一般企業でありながら、障がい者の雇用だけが報じられることが理由の

ひとつと感じました。もっと、技術力などを前面に打ち出した奥進システムが取り上げられる

べきです。障がい者が仕事をしていることで発注しづらいとかは考えず、いち企業に仕事をお

願いするスタンスが自然だと思います。今回の取材で、奥脇さんの経営者としての素顔を垣間

みた気がしました。 
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テーマ「中小企業のブランド力・知的資産経営を極める」

「手軽に持ち運びできる自社のショールーム」づくり（2014年9月号）

「泣き笑いシリーズ」第12回のテーマは「知的資産経営」です。

知的資産とは人材力、技術力、組織力、顧客・仕入れ先とのネット

ワーク、ブランドなど、直接財務諸表に表れない資産をいいま

す。11年前から、経済産業省が中小企業へ向けた政策として普及

に努めてきました。 （株）中農製作所
代表取締役
中農 康久氏

財務諸表の数字しか評価しない金融機関や他のステークホルダーに対して、企業の強みや

競争力の見える化をすること。特許・実用新案などの知的財産に加え、企業が保有する経

営資源を有効に組み合わせ、活用し、収益につなげていくことを「知的資産経営」といい

ます。

いち早く取り組んできた中農製作所は、2009年知的資産経営報告書を完成し、開示して

以来、3年に一度の更新を定め、2014年度には2度目の更新をしました。

近畿経済産業局ホームページには公開された各企業の新着情報が掲載されています。企業

への信頼を広く世の中へ開示することができる方法として、知的資産経営報告は正に中農

製作所の進化を表します。その過程にはどんな泣き笑いがあったのでしょうか。

同友会会員へのメッセージ
もし、新規営業訪問先から下記のような質問があった時に、皆さんはどう答えられますか。

Ｑ１．貴社はどのような会社ですか。

Ｑ２．貴社は何で貢献していただけますか。

Ｑ３．貴社の強みは何ですか。

Ｑ４．その強みは、どのようにして確保できているのですか。

Ｑ５．それを証明してもらえますか。
実際には、このような質問はないでしょうが、既存の会社案内やホームページで全ての答えが

網羅されているでしょうか。

「知的資産経営報告書」には、それら全ての答えがあります。私は「手軽に持ち運びできる自

社のショールーム」と称しています。また、一方自社の強み（貢献できること）や競合他社と

勝負しているコダワリを社内で共有するためにも大変有効な報告書です。当社では、社内でこ

とあるごとに報告書を活用して、社員一人ひとりの会社貢献の自覚と共有をはかる人材育成の

大きな一助となっております。

さて、皆さん、今一度自社の経営資源と強みを徹底的に見直してみませんか。それから、その

成果を見える化・魅せる化をして、あらゆるロケーションで活用され「知的資産経営」を始め

て見られては如何でしょうか。自社のお宝探しですから、楽しいですよ。

「泣」
今でも忘れませんが2008年リーマンショックのダメージは相当なものでした。自動車の部品

を製造している分、売上減少が早く大きかったですね。「なぜ、米国の一部の金融破綻が当社

に甚大な影響を与えるのか」。当時創業60年でしたが、このような理不尽な思いは初めてでし

た。「うちの会社はそんなに価値がないのか」「もう一度自社の価値を見つけ出したい」毎日

のように自問自答の連続です。

このような時に大手データバンクから知的資産経営報告書を作らないかと呼びかけがあったの

です。専門のコンサルタント（現在同友会メンバー）が入っての活動ですからこの時のコンサ

ル料は辛かったです。

「笑」
リーマンショックは、金は減りましたが時間は増えました。仕事が半減した分みっちりと取り

組めました。社員に創業当時からの会社の沿革や苦労話から始めました。14名でプロジェクト

を組み、コンサル指導が月２回、計５か月間。時間にして述べ2,400時間をかけて報告書を作

成しました。

「全員参加でＳＷＯＴ分析をし、そこから強みだけを掘り起こします。またその強みの源泉の

追及。何度も何度も検証していきます。その結果として私たちの会社はスゴイ会社だという自

信が溢れ出します」今では会社が勝負をしているところが共有でき、社員一人ひとりの会社貢

献が見えるようになっています。

私が常々社員に呼びかけてきた「私たちの会社づくり」がグーンと前に進みました。そして今

では社員の裁量で業務の大半をこなす会社になってきています。

 

「取材を終えて」
ただコンサルにまかせている訳ではない、中農さんは知的資産経営の継続更新に向かって、こ

の取り組みこそが中小企業のブランド力を高めるものであると信じています。年に３・４回は

個人面接を通して、社員が「私たちの会社にしたいんや」と思えるようになるまでサポートし

ます。年度計画をサポートするのも個人面談とのリンクで、深層心理のなかに会社を育む気持

ちを持てるようにする、それは社長の責任であるといいます。

11月フォーラムでは新卒採用の社員が３３歳にして中農製作所の社長に就任した事業承継の報

告が聞けますが、自身は若くして2代目創業、そして次世代へこの会社で育った社員に社長職

をバトンタッチできた心境はいかなるものかと思いを馳せます。若く明るい後継者の登場に、

会社を支え持続してきた中農さんの人生を見ました。

ページトップ ▲

テーマ「新卒雇用」（2014年8月号）

「泣き笑いシリーズ」第１１回のテーマは『新卒雇用』です。

取材で訪れたのは摂津市にあるトムソン型（木型）による打ち抜き

加工が売りの株式会社エムツープレストさんです。代表取締役であ

る増本晃明氏に「新卒雇用」についての「泣き」「笑い」を語って

いただきました。 （株）エムツープレスト
代表取締役

増本　晃明氏

これまでのエムツープレストさんは中途採用が中心の求人活動でした。「うちなんかに新

卒生が来るわけないわ」と決め込んでいた増本さんが同友会の高校求人部の委員長に就任

したのが一昨年、そこから増本さんの高校求人に対する意識が変わってきました。

同友会の共同求人部に語り継がれる言葉「新卒雇用者が社員の過半数を超えた時、会社が

劇的に変化する」この言葉を実現すべき企業改革に挑む増本さん。

今年３月には守口に新工場をスタートさせました。　それに伴い営業部・製造部・品質保

証部と部署ごとに方針を決め、役割と目標を明確にしてゆきます。そして４月にはそれぞ

れの部署に３人の新卒生を迎え入れました。社員さんの新卒生に対する先輩としての姿勢

に組織が変わってきた手ごたえを感じる増本さん。

経営理念にうたう「人を尊重する信頼される企業をめざす」を実践するエムツーブレスト

さんの「泣き」「笑い」に迫ります。

「泣」
新卒雇用での「泣き」というと「退職」したということになるのか？しかし幸い、いまのとこ

ろ３人とも職場には楽しく来てくれています。

１０代の新人３人の直近となる先輩社員は３０代と年齢差は否めません。　コミュニケーショ

ンの部分ではそこに少し不安を感じています。　彼・彼女らが仕事の上で岐路に立った時、自

分を含め社員たちがどんな助言や苦言を呈されるのか、こちらも自己成長に磨きをかけなけれ

ばと日々プレッシャーを感じております。

「笑」
効果として人を育てるという責任感が社内風土となって表れてきました。

これまでの雇用は業務経験者が中心で、ミスをしたら「こんなことも知らないのか」や「作業

は目で見て覚えるもの」などと、指導をする仕組みはありませんでした。新卒雇用となると作

業はおろか人生経験値においても「知らないこと」が当たり前で、新人の「ミス」は「教え方

が悪い」と自分の責任に降りかかってきます。

効率のいい作業とは？人に伝えるということで見直される手法。そこに「きちんと教える」と

いうことに気づくことが、自分も成長することと「共育ち」の関係ができてきました。

社内改善の提案も以前より増えてきており、今期のスローガンである「改革」浸透の大きな原

動力となっています。

「同友会会員へのメッセージ」
今期初めて高校の新卒雇用を３名しました。３年前には考えもしなかったことが実現したので

す。きっかけは、経営本部高校求人部への参加と部長の職をお受けしたことから始まりまし

た。「新卒雇用をすれば会社が変わる！」との力強い言葉に半信半疑。部会への参加、先生方

との懇談会、高校訪問、キャリア支援授業と携わるうちに自然とうちの会社でも出来るかも、

忙しい時に募集をかける単なる人採りとしての求人ではなく、未来の弊社を担う若者を計画的

に採用するといった考えが頭の中に充満してきたのです。

いいことばかりじゃなく、悪い経験談も耳に入ってきました。でも、真っ白な状態で入社して

くる彼ら彼女らを成長さすのも挫折さすのも結局のところ自社の経営課題そのものなのではな

いかと考えるようになりました。弊社においてはまだ始まったばかりの取り組みですが、すぐ

に効果は表れています。

教える側の課題や意欲ある新入社員にどれだけ先の将来像を見せて、今ある目の前の仕事に取

り組んでもらうか、まさにこちらが教えられているのです。まさに同友会でいう「共育ち」で

す。うちではまだ新卒雇用できる環境にないという言葉をよく耳にしますが、だからこそ今す

ぐ取り組むべきなのではないでしょうか。

 

「取材を終えて」
今回、取材させていただくうちに、新人を育てること＝「社員共育」について討論会となって

しまう場面が多々ありました。　

わが社の社員がエムツープレストの新人さんとは研修会でも一緒ということもあって共通の話

題があり脱線。増本さんがもつ課題を探っていくと「実はウチもそこで悩んでるんや」「ウチ

の場合こないしてるで」と取材そっちのけ、さながらミニ即席小グループ会が開催されまし

た。取引先など商売上の関係があるところとは決して踏み込めない内部事情の話、互いの経験

値の情報交換が学びに変わっていきました。またひとついい刺激を与え合えるライバル会社が

増えた取材となりました。

ページトップ ▲
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